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研究速報 大 腸癌肝転移予知因子としての血清 laminin濃度に関する研究

泉  公 成

中島 清 隆

はじめに :腺管基底膜に存在する糖賓白laminin

は,癌 浸潤や転移に関与するといわれている
Iン
Lわ れ

われは大腸癌による基底膜破壊に際して,癌 細胞とと

もに血中に遊離した lanininが肝転移に重要な意味を

持つと考え,そ の濃度を測定し,肝 転移の予知因子と

しての有用性につき検討した。

対象および方法 :大腸癌症例95例 (非肝転移例 +76

例,肝 転移例 :19例)を 対象とした。息者血清を術前

に採取,ヘ キス ト社 laminin Plキットを用いて RIA

法にて測定し,1)肝 転移の有無と血清 laminin値(以

下 LN値 ),2)脈 管侵襲 (ly,vの 明らかな91症例)と

LN値 との関係について検討した。なお,肝転移の有無

は術前画像診断および術中所見により判断し,脈 管侵

襲については H.E.染色を用い,大腸癌取扱い規約に則

り半J定した。

結果 :1)肝 転移711(19例)の LN値 は1.77±0.23U/

ml(Mean± sD,以 下単位略)で 非肝転移例 (76例)

の1.33±0.29に比べて有意に高値を示した (Fig。lA,

p<0.001).肝 転移の程度では差を認めなかった。2)

静脈侵襲で比較すると,VO症 例 (57例)の LN値 は

1.28±0.29,Vl症 例 (20例)で は1.51±0.22,V2,3

症例 (14例)で 1.76±0.22であり,静 脈侵襲度が増す

に したがって有意に高値を示 した (F七.lB,p<

0.001). リンパ管侵襲で比較すると,lyO症例 (40例)

の LN値 は1.27±0.29,lyl症例 (33例)で は1.51±

0.30,ly2,3症 例 (18例)は1.53±0.32であり,侵 襲の

有無で差を認めたが,侵 襲程度とは相関を認めなかっ

ブti.

考象 i lanininは癌細胞による基底膜への接着因子

として働き,ま た,基 底膜破壊に必要なコラゲナーゼ

の分泌促進など,悪 性腫瘍の浸潤,転 移の過程で重要

な役割を担っているといわれているり。本研究では肝

転移陽性の症例,脈管侵襲の強い症例で,LN値 は有意
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Fig. 1 Serum Laminin level: (A) Presence or

absence of hepatic metastasis. (B) Grade of vas-

cular in vasion

(A) (B)

に高値であった。また,V(十 )症例34例中12例(35.3%)

に肝転移を認め,V(― )症例57例の肝転移 4例 (7.0%)

よりも有意に高率であった。 こ のように,将 来の肝転

移予知を目的とした場合,静 脈侵襲との関係は非常に

重要であり,そ の観点から,肝 転移予知としての LN

値の cut or値は,VO群 とVl～ 3群の判別区分点であ

る1.45(半」別的中率 :75.8%)が 適当であり, これよ

り高値を示す症例は,将 来の肝転移の可能性が高いと

推測された。今後は病態の意義についての検討が必要

であるが,血 清 laminin濃度は肝転移予知因子として

有望であると思われた。
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